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AIを活用した英語学習効率化の実践 

：「AIアウトプットゼミ®」を通じた学習支援の試み 
Implementation and Educational Impact of the “Image & Chat AI – Prompt Lecture” Workshop 
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日本の大学生向け「AIアウトプットゼミ®」は、ChatGPTを活用した英語学習の効果を検証
した実践研究である。参加者はAIによる個別フィードバックや対話練習の機会を高く評価し、
学習意欲の向上も確認された。しかし、学習習慣の継続やAIへの依存といった課題も明らかに
なった。本研究は、AI時代の英語教育における新たなモデルを提案し、効率的かつ自律的な学
習を促す可能性を示している。 
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1. 研究の背景と目的 

1.1. 研究背景 

 
急速なグローバル化に伴い、国際的なビジネスや

情報アクセスにおいて英語能力の重要性は高まって

いる。しかし、日本の英語教育は長年にわたり文法中

心であり、実践的なスピーキングやリスニングの機

会が不足していることが課題とされてきた。近年、

ChatGPTに代表されるAI技術の発展は、個別のフィ
ードバック提供や対話練習の機会創出など、語学学

習に新たな可能性をもたらしている。 
 

1.2. 研究目的 

 
本研究は、AI技術を日本の英語教育の課題解決に
応用し、学習効率向上に寄与する可能性を実証する

ことを目的とする。具体的には、学生主導型の「AI
アウトプットゼミ®」を通じて、AIが大学生の英語学
習にどのように活用されうるか、またワークショッ

プ形式でのAI導入が学習者のAIリテラシーと学習意
欲にどのような影響を与えるかを検証する。 

2. 研究方法 

 
大学生16名（アンケート回答8名）を対象に、

ChatGPTを用いた英語学習ワークショップ「AIアウ

トプットゼミ®」を実施した。ワークショップは、AI
の基礎知識から英語学習への具体的な応用方法まで

を段階的に指導する形式で設計された。主要な使用

ツールはChatGPTであり、参加者はスマートフォン
やタブレット上で実践的な練習を行った。ワークシ

ョップ終了後、無記名式のアンケート調査を実施し、

内容理解度、満足度、学習効果、今後の実践意欲など

を量的・質的に分析した。 
 

 
図 1 当日の様子（2024.12.13） 
 

3. 結果と考察 
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3.1. ワークショップの有効性 

 
表1の「AIアウトプットゼミを人に薦めたいか」の
アンケート結果から、参加者のワークショップ全体

への満足度は平均4.5（5段階評価）と非常に高かった。
また、「他者との意見交換からの学び」に対しても高

い評価が得られ（表2）、学生主導型学習の有効性が
示唆された（表2・表3）。参加者は「ChatGPTは英語
教師になれること」や「レベル設定やプロンプトで個

別学習が可能」といったAIの特性を高く評価した。
これは、AIが日本の英語教育の課題であるアウトプ
ット機会の不足を補う有効なツールとなりうること

を示している。 
 

表 1 AI アウトプットゼミを人に薦めたいか 

（5 段階） 

平均値 最頻値 分散 
4.5 5 0.5 

 
表1の「AIアウトプットゼミを人に薦めたいか」で
は，「とてもそう思う」を5，「そう思う」を4，「わか
らない」を3，「そう思わない」を2，「とても思わな
い」を1に換算した。 

 

表 2 他者との意見交換からの学び（5 段階） 
平均値 最頻値 分散 
3.88 4 0.859 

 

表 3 参加者間の横のつながりの強化（5 段階） 
平均値 最頻値 分散 
4.13 4.5 0.609 

 

3.2. 今後の課題と展望 

 
一方で、参加者からは「モチベーションの維持」や

「習慣化」といった、継続的な学習に関する課題も指

摘された。また、「AIへの頼りすぎ」に対する懸念も
示され、AIを「思考の代替」ではなく「思考の拡張」
として活用するためのリテラシー教育の重要性が明

らかになった。今後は、学習トラッキング機能やゲー

ミフィケーション要素の導入、継続的なコミュニテ

ィ支援などを通じて、学習の継続性を高める仕組み

を構築する必要がある。 
 

4. 結論 

 
本研究は、「AIアウトプットゼミ®」の実施を通じ
て、AIが大学生の英語学習において効果的なツール
となりうる可能性を実証した。この実践は、個別化さ

れたフィードバックの提供、実践的な対話練習の機

会、および学生主導型学習の有効性を明確に示した。 
本研究の結果は、日本の英語教育の課題に対する

AIの潜在的な貢献を示唆するとともに、生涯学習に
おけるAIリテラシー教育の新たな方向性を示唆する
ものである。今後は、より大規模な対象者での検証を

通じて、AIが言語教育の未来に与える影響をさらに
深く探求していく。 
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